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市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
３
月
15
日
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
て
信
任
を
賜
り
、
３
月
臨
時
会

に
お
い
て
、
議
長
、
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

誠
に
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
に
応
え
る
べ
く
、
市

政
の
発
展
と
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
市
は
本
年
１
月
に
市
制
施
行
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
発
足
時
に

は
お
よ
そ
３
万
６
千
人
で
あ
っ
た
人
口
は
３
万
人
を
下
回
り
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
問
題
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
財
政
状
況
が
厳

し
さ
を
増
す
な
か
、
本
市
は
10
年
後
20
年
後
を
見
据
え
た
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
し
、
未
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
は
、
議
会
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
二
元
代
表
制
の
も
と
、

行
政
機
関
と
議
論
を
重
ね
、
よ
り
良
い
市
政
の
実
現
に
向
け
て
、
議
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
議
会
に
対
し
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
理
解
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

正
副
議
長
就
任
あ
い
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つ
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右
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昭

市
民
目
線
を
大
切
に
、

是
々
非
々
の
姿
勢
で
市
政

に
臨
む
「
チ
ェ
ン
ジ
南

丹
」
。
地
域
課
題
の
解
決

に
挑
み
、
持
続
可
能
で
魅

力
あ
る
南
丹
市
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。
「
変
え
る

べ
き
は
変
え
る
」
の
意
志

で
、
確
か
な
未
来
へ
、
着

実
に
次
の
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
す
。

３
名
の
会
派
に
な
り
、

三
つ
あ
る
全
て
の
常
任
委

員
会
で
市
民
の
み
な
さ
ん

の
願
い
・
声
を
届
け
、
市

政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き

ま
す
。
敷
居
の
低
い
議
員

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
、
ご
要
望
、

ご
相
談
等
お
声
が
け
く
だ

さ
い
。

活
緑
ク
ラ
ブ
は
、
近
隣

市
町
の
議
員
と
の
勉
強

会
や
各
種
研
修
を
通
じ

て
、
課
題
の
共
有
と
解
決

に
向
け
た
議
論
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
市

民
の
声
を
原
点
と
し
て
課

題
解
決
を
図
り
、
暮
ら
し

の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
市
政
運
営
に
対
し
て

は
是
々
非
々
の
姿
勢
で
取

り
組
み
ま
す
。

対
立
で
は
な
く
対
話
と

調
整
を
重
視
し
、
経
験
を

活
か
し
て
南
丹
市
の
将
来

を
見
据
え
た
現
実
的
な
政

策
判
断
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
少
数
会
派
で
あ
っ
て

も
、
議
会
の
合
意
形
成
に

責
任
を
持
ち
、
是
々
非
々

の
立
場
か
ら
行
動
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
と
つ
な

が
る
実
務
型
会
派
と
し
て

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

チェンジ南丹

日本共産党議員団

活緑クラブ

つなぐ
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議会の新しい構成が決まりました

副議長
平田　聖治

議長
吉田　尋子



（
写
真
右
か
ら
）

平
田　
聖
治

渡
辺　
典
子

前
田　
義
明

堤　
　
博
明

「
一
番
身
近
な
相
談
役
」

と
し
て
、皆
さ
ま
の
小
さ

な
声
を
誠
実
に
カ
タ
チ
に

し
て
い
き
ま
す
。８
年
度

は
、防
災
・
減
災
対
策
の

強
化
と
子
育
て
支
援
の

拡
充
を
最
優
先
に
、一
人

ひ
と
り
の
暮
ら
し
に
寄

り
添
う「
安
心
の
未
来
」

を
構
築
。誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
南
丹
市
の
実
現
へ
、

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

新
た
な
任
期
を
い
た
だ

き
、
本
市
発
展
の
た
め
私

は
行
政
と
市
民
の
力
で
進

め
る
市
政
を
大
切
に
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
財

源
確
保
に
努
め
、
人
権
・

教
育
・
福
祉
・
イ
ン
フ
ラ

を
柱
に
地
域
の
積
み
重
ね

を
尊
重
し
な
が
ら
こ
れ
ま

で
の
経
緯
も
ふ
ま
え
て
、

あ
な
た
の
声
で
動
か
す
市

政
を
進
め
ま
す
。

南
丹
市
議
と
し
て
２
期

目
の
大
任
を
拝
受
し
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。
「
稼
げ
る
農
業
」
を

軸
に
強
い
地
域
経
済
を
築

き
、
「
安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
」
を
加
速
さ
せ
ま

す
。
常
に
市
民
の
皆
さ
ま

の
声
を
起
点
に
、
対
話
と

実
行
力
で
南
丹
市
の
輝
く

未
来
を
切
り
拓
く
覚
悟
で

す
。

公明党

無会派

無会派

本会議の動画視聴
ができます！

市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
議
会

映
像
配
信
」
に
ア

ク
セ
ス
す
る
か
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
っ
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。

会　　派　　名 チェンジ南丹 活緑クラブ 日本共産党議員団 つなぐ 公明党 無会派
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南丹市国民健康保険税条例の一部改正 可決 ○ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員名

案件・結果

賛否の分かれた議案等

３月臨時会 採決結果 令和8年3月23日〜3月30日

〈 ○は賛成　×は反対 〉

＊　議長のため、採決に加わりません。

※　臨時会は新市議会議員による採決結果です。

賛成全員で可決・同意した議案
区分 件　　名 結果

議　案

南丹市公の施設の設置及び管理に関する条例の一部改正

可　決

5年度（債務負担）市道火葬場線道路改良工事請負契約の変更

7年度南丹市立学校給食共同調理場新築工事請負契約の変更

南丹市過疎地域持続的発展市町村計画の変更

財産区有財産の処分（６件）

7年度南丹市一般会計補正予算（第9号）

7年度南丹市国民健康保険事業特別会計補正予算（第4号）

7年度南丹市介護保険事業特別会計補正予算（第4号）

7年度南丹市土地取得事業特別会計補正予算（第2号）

7年度南丹市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第4号）

7年度南丹市水道事業会計補正予算（第4号）

監査委員の選任につき同意を求めること（2件）

同　意

教育委員会委員の任命につき同意を求めること

公平委員会委員の選任につき同意を求めること

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること

宮島財産区管理会委員の選任につき同意を求めること

意見書 イランにおける戦闘の即時停止と平和的解決に向けた意見書（案） 可　決
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一般会計

222億9500万円
支　出

民生費
66億5220万円

総務費
44億3756万円公債費

27億3449万円

衛生費
21億5921万円

土木費
21億552万円

教育費
14億7194万円

農林水産業費
12億4433万円

消防費
9億6823万円

商工費　2億6004万円 議会費　2億254万円

予備費・災害復旧費他
5891万円

一般会計

222億9500万円
収　入

地方交付税
95億円

市税
42億1341万円

市債　5億4070万円 繰越金
1億円

国庫支出金
23億6255万円

府支出金
17億6825万円

繰入金　14億587万円

国等交付金等
14億1333万円

その他（寄附金、使用料及び手数料ほか）
9億9079万円

事業の実施のため
の国からの補助金等

事業の実施の
ための府から
の補助金

事業の実施のための借入金

自治体の人口や財政力
などに応じて国から交
付される財源

市民税、固定資産
税、軽自動車税など

令　和
８年度
予　算

全予算案可決　総額372億 6024万円 3月定例会
一般会計222億9500万円 前年度比18.1%減

こんな内訳と
なりました

※
令
和
８
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
改
選
前
の
議
員
が
審
査
し
た
も
の
で
す
。

３
月
定
例
会
は
２
月
２
日
に
開
会
し
、
17
日
間
の
会
期
を
終
え
て
２
月
18
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
は
、
市
長
提
案
21
議
案
等
に
つ
い
て
審
査
し
、
継
続
審
査
と
な
っ
た
１
件
を
除
き
全
員
賛
成
ま
た
は
賛
成
多
数

で
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会　　計 8年度 7年度 増減額 増減率（％）
一般会計 222億9500万円 272億1300万円 △49億1800万円 △18.1

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 
( 事 業 勘 定 ） 34億5090万円 37億6060万円 △3億970万円 △8.2
国 民 健 康 保 険 
(直営診療施設勘定） 1億7800万円 2億7740万円 △9940万円 △35.8

介 護 保 険 43億2540万円 43億3170万円 △630万円 △0.1
土 地 取 得 2億128万円 70万円 2億58万円 28654.3 
後期高齢者医療 7億2570万円 6億6760万円 5810万円 8.7
合　　　計 311億7628万円 362億5100万円 △50億7472万円 △14

区　　分 8年度 7年度 増減額 増減率（％）
公　　営
企業会計

水道事業 19億2194万円 18億2172万円 1億22万円 5.5
下水道事業 41億6202万円 42億6259万円 △1億57万円 △2.4

■会計別予算額の状況

一般会計、特別会計及び公営企業会計を合
わせた全会計の予算総額は372億6024万円
で、対前年度比12.0％の減。このうち、一般
会計は222億9500万円で、前年度に比べ49億
1800万円、18.1％の減となっています。

※１万円未満切り捨てのため、合計が一致しないことがあります。
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山下　秋則 議員反　対 つなぐ

本予算の八木バイオエコロジーセンター機能強化事業は、選挙を控えた骨格予算の方針や、同施設の
見直しを求める議会の附帯決議に反し、是認できない。また、債務負担行為までして次年度の財政を縛
る11億円もの大型事業を選挙前に進めるべきではない。財源の一部の起債は有利な起債ではなく、市
の負担が大きい。財政健全化方針とも相容れない。

河野　啓介 議員反　対 日本共産党議員団

本議会は「国民健康保険財政への国庫負担の増額及び早急な制度改革を求める意見書」を採択したが、
国の動きを待つことなく、国民保険税の引き下げを求める。「国保南丹みやま診療所」の在り方は悪循
環に陥っている。これは市当局側の失政に原因があるとして、根本的な発想の転換を求めてきたが、今
回の予算も従来の延長線上のものである。

河野　啓介 議員反　対 日本共産党議員団

とどまるところない物価高と、30年来続く不況のもと、低賃金と低年金により困窮が広がっている。
さらに合衆国とイスラエルによるイランへの攻撃によって、ホルムズ海峡が閉鎖されるもとで、物流そ
のものが停止する可能性も完全に否定できない未

み ぞ う
曾有の危機が迫っている。今この時点で、市民の負担

を増す保険税の増額はやるべきではない。

小林　　毅 議員反　対 日本共産党議員団

①八木バイオエコロジーセンター機能強化事業予算10億3700万円は認めることができない。青天井
の税金投入はいったん中止して、存廃・あり方の検討を求める。②2億6600万円もの損失を発生させ
ている基金の債券市場での運用は間違っている。③スポーツ少年団の社会体育施設使用料の免除を打ち
切る予算計上はやめるべきである。

■ 8年度南丹市一般会計予算

塩貝　孝之 議員反　対 無会派

本議案は単なる個別事業の是非ではなく、市が何を守り、何を優先するのかという根本判断が問われ
ていると考える。大型事業を進める一方で、子どもや地域活動に負担を求める現状に疑問がある。将来
世代への責任を踏まえ、本議案には反対した。地域で子どもを育てる環境を守ることが、本市の持続性
につながると考える。

■ 8年度南丹市国民健康保険事業特別会計予算

■ 南丹市国民健康保険税条例の一部改正

小林　　毅 議員反　対 日本共産党議員団

昨年12月議会で、上下水道料金の20%もの大幅値上げが決まったが、水道は市民生活の最重要のイ
ンフラであり、低料金で安全に供給していくことが求められている。6月使用分・7月請求分からの値
上げを前提にした予算には賛成できない。3月に開かれる議会で、値上げの中止ないしは延期の手続き
をとっていただくよう求める。

■ 8年度南丹市水道事業会計予算
■ 8年度南丹市下水道事業会計予算

討 論

3 月 定 例 会

3 月 臨 時 会

意 見 書 を 提 出 し ま し た

議会の討論とは、お互いに議論を交わし合うことではなく、自
らの意見を表明し、賛否の理由を述べることにより自分の意見に
同調することを他の議員に求めることです。

※記事は原則として各議員から提出された原稿を掲載しています。

討論とは？

政府に対し、平和国家としての立場とこれまで培ってきた外交関係を活かし、戦闘の即時停止と平
和的解決に向け、下記の事項について積極的に取り組むよう強く求める。

１　当事国及び関係国に対し、武力行使の即時停止と最大限の自制を求める外交上の働きかけを強化
　　すること。
２　国連をはじめとする国際社会と連携し、人道支援ルートの確保及び停戦の実現に向けて積極的に
　　取り組むこと。
３　あらゆる外交ルートを活用して対話の促進に努めること。併せて、現地邦人の安全確保に万全を
　　期すこと。

イランにおける戦闘の即時停止と平和的解決に向けた意見書

河野　啓介 議員反　対 日本共産党議員団

6年度の介護保険料の基準額見直しにより基金が大幅に増額した。8年度予算で示されている基金の
見込みは、7年度末の3億9840万円から8年度末には3億9430万円となっており、取り崩し額は400万
円である。この額は7年度末見込みの約1%でしかなく、保険料の値上げは必要なかった。保険料の値
下げを求める。

■ 8年度南丹市介護保険事業特別会計予算
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会　　派　　名 つなぐ 新誠会 活緑クラブ 日本共産党
議　員　団 公明党 無会派
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高
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明

樋
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井　
睦
巳

村
山　
好
明
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広

小
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毅
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野　
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平
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治

木
戸　
德
吉

塩
貝　
孝
之
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8年度南丹市一般会計予算（修正案） 否決 × × ○ ○ 議
長
の
た
め
、採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

× ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ × × ○ ×
8年度南丹市一般会計予算 可決 ○ ○ × × ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○
8年度南丹市国民健康保険事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
8年度南丹市介護保険事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
8年度南丹市水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
8年度南丹市下水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
南丹市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
サステナ・リビング構想事業の事業契約締結の中止及び再検討を求める請願書 採択 × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × ○ ×

３月定例会 採決結果 令和8年2月2日〜2月18日

議員名

案件・結果

賛否の分かれた議案等 〈 ○は賛成　×は反対 〉

※　定例会は市議会議員選挙前に行われており、前市議会議員による採決結果です。

※　「サステナ・リビング構想事業におけるPFI事業委託契約」の審議結果は継続審査となりましたが、議員の任期満了により審議未了となりました。

賛成全員で可決した議案
区分 件　　名 結果

報　告 専決処分の承認（7年度南丹市一般会計補正予算（第8号）） 承　認

議　案

8年度南丹市土地取得事業特別会計予算

可　決

8年度南丹市後期高齢者医療事業特別会計予算
南丹市駅前駐車場条例の制定
南丹市乳児等通園支援事業利用者負担金徴収条例の制定
南丹市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づ
く個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正
南丹市議会議員及び南丹市長の選挙における選挙公報の発行に関する条例の一部改正
南丹市会計年度任用職員の報酬、勤務条件等に関する条例の一部改正
南丹市職員の給与に関する条例の一部改正
南丹市市営バス会計年度任用職員の給与、勤務条件等に関する条例の一部改正
南丹市健幸まちづくり推進協議会条例の一部改正
南丹市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正
南丹市消防団員等公務災害補償条例の一部改正
南丹市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改正
土地の無償譲渡

請　願 社会教育施設等のスポーツ少年団使用に係る全額免除継続を求める請願書 採　択
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吉
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昭
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倉
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辰
彦
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山
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）
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請 願 書

■サステナ・リビング構想事業の事業契約締結の中止及び再検討を求める請願書
　サステナ・リビング構想事業の中止を求める会　代表者　葊瀬　龍彌

■社会教育施設等のスポーツ少年団使用に係る全額免除継続を求める請願書
園部フットボールクラブ　代表　石川　範仁

　南丹市軟式少年野球連盟　会長　西岡　裕伸

　園部ドリームス　代表　湯浅　莞爾

（
敬
称
略
）

人

事

案

件
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委 員 長／村山　好明
広報部会長／若井　睦巳　 副部会長／渡辺　典子
委　　員／西田香代子　 縁田　有紀　 佐々江和浩
　　　　　前田　義明　 小中　昭

広聴部会長／河野　啓介　 副部会長／下間　康広
委　　員／樋口　浩之　 堤　博明　 平田　聖治
　　　　　谷尻　宣雄

2026.5.8

広 報 広 聴 委 員 会

南丹市政への
ご意見箱

編

集

後

記

次 回 6 月 定 例 会
日 月 火 水 木 金 土

5/31 1 2 3 4 5 6

本会議
（開会）

7 8 9 10 11 12 13

本 会 議
（一般質問） （一般質問）

14 15 16 17 18 19 20

本会議 常 任 委 員 会
（一般質問）

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 7/1 7/2 7/3 7/4

本会議
（閉会）

※6月2日（火）午後5時までに提出された請願・陳情等は、6月定
例会で取り扱われます。会議時間はいずれも午前10時からの予定
です。この日程については予定であり、予告なく変更となる場合
があります。

※本会議は、ケーブルテレビやインターネットで中継しています。

広報広聴委員会広報部会のメンバーです。
このメンバーで議会だよりを作成していきます。よろしくお願いします。
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